
お車をご利用の方

電車　　　　  をご利用の方木戸駅

JR TAXI

●（有）楢葉タクシー  ☎ 0240-25-2131

「いわき駅」からJR常磐線で30
分、「木戸駅」下車。タクシー乗車
／約５分（約２km）
※無人駅のため、タクシーはあらか
じめご予約の上ご利用ください。
（徒歩／約30分）

常磐自動車道「広野
IC」より、県道393号
線・国道6号線経由、約
８分（約４km）
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〒979-0513 福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸1-22 tel. 0240-26-1040（代表）　fax. 0240-26-1041　E-mail naraha_mockup@jaea.go.jp

https://naraha.jaea.go.jp

楢葉遠隔技術開発センター
福島研究開発部門　福島研究開発拠点

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

楢葉遠隔技術開発センター

一般の方の施設見学についても随時受け付けております。

見学内容 ●楢葉遠隔技術開発センターの概要説明
●バーチャルリアリティ（VR）システムの見学
●試験棟（試験用水槽、モックアップ階段、モーションキャプチャ）の見学

申込方法 ●事前に電話連絡の上、見学申込書の注意事項を確認し、必要事項を
　記入して、お申し込みください。申込書は、以下よりダウンロードできます。
　（https://fukushima.jaea.go.jp/visit/decommissioning.html）

所要時間 45分～60分（見学の内容により異なります）

施設の見学・お問合せ

楢葉遠隔技術開発センター
福島研究開発部門　福島研究開発拠点

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

お問い合わせ・お申し込み

NARRECでは新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を行い、利用者・見学者の皆様を受け入れております。

楢葉遠隔技術開発センター

遠隔技術が  ひらく未来

施設の見学・交通のご案内



NARREC（楢葉遠隔技術開発センター）
　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）
の楢葉遠隔技術開発センター（略称：NARREC ナレック）
は、東京電力ホールディングス福島第一原子力発電所
（１F）の廃炉推進のために遠隔操作機器（ロボット等）の
開発実証施設として整備されました。
　研究管理棟と試験棟から構成されるこの施設は、ロボッ
トシミュレータとモックアップ試験装置を併用でき、効率的か
つ有効に研究開発が進められるようになっています。
　2016年4月より、これらの施設・設備の外部利用を開始
し、遠隔技術に関する幅広い専門分野の研究者や技術
者の研究開発を支援、得られた成果の情報発信も行い、
世界的な遠隔技術開発の拠点を目指しています。
　なお施設利用は、１Fの廃炉に関わる利用に限らず、幅
広いご利用が可能です。

１F廃炉作業に向けて

▲1/8セクター試験体の断面（写真提供：IRID）

▲原子炉格納容器（PCV）の
断面図

▲「第4回廃炉創造ロボコン」（17校・18チームが参加）

・施設：試験棟（ロボット試験用水槽）
・内容：建屋滞留水処理完了に向けた調査の一環として実施する高温焼却
炉建屋（HTI）地下階線量の調査のための試験を実施。水中内調査を行う
水中ロボット（ROV）走行時のスラッジ（堆積物）の舞上がりの確認テスト、構
造物（障害物）の回避操作のトレーニングを実施。

・開催施設：試験棟（共通エリア）
・開催内容：１Fのペデスタル下部に存在する燃料デブリの取出しを想定し、
ペデスタルモックアップのプラットフォームからデブリを模した物体を回収する競
技課題。

廃止措置研究・人材育成等強化プログラムの一環として開催。
全国の高専生らが、廃炉という作業の問題や解決策を考え、
ロボットの製作を通じて競技課題に挑みます。

原子炉格納容器内部詳細調査技術の開発（X-6ペネトレーション
を用いた内部詳細調査技術の現場実証）

・施設：試験棟（実規模試験エリア）
・内容：１F2号機の原子炉格納容器内部詳細調査で用いるロボットアーム
の詳細操作手順の検証、オペレーターのトレーニングを実施予定。

利用事例：    技術研究組合 国際廃炉研究開発機構（IRID） 1

利用事例　 参照1

原子炉格納容器漏えい箇所の補修技術の実規模試験

・施設：試験棟（実規模試験エリア）
・内容：原子炉格納容器（PCV）の下部にあたる圧力抑制室（S/C）を実寸
大で1/8切り出した試験体を設置し、PCV下部の補修・止水技術の試験を
実規模で実施。

利用事例：    技術研究組合 国際廃炉研究開発機構（IRID） 2

利用事例：    株式会社エイブル3

幅広い専門分野の研究者や技術者が集まる
効率的で高度な、遠隔技術開発の拠点に

試 験 棟

研究管理棟

施設全体図

・施設：試験棟（ロボット試験用水槽）
・内容：１F建屋における１階から地下階の
滞留水の汲み上げ・油回収の模擬試験。

利用事例：    株式会社アトックス4

利用事例：    廃炉創造ロボコン5

　また、自治体等が主催するイベントに併せ、施設の公開を実施しています。
・ 「道の駅ならは」の一部再開に併せ、施設見学会を実施 （2019/04/25）
・ Jヴィレッジで開催の「ふたばワールド2019」に併せ、施設公開を実施 （2019/10/05）

1Fの廃炉が安全かつ効率的に進められるよう、最大の難関である燃料デブリの取り出しに向けた試験等、
廃炉作業に関する様々な遠隔技術の実証試験が行われています。

被災地から「チャレンジの地」に
浜通り地域に新たな産業の集積を目指す、国家プロジェクト「福島イノベーション・コースト構想」のもと、
研究開発や人材育成を進めるための様々なチャレンジを始めています。

出展：資源エネルギー庁HP （https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/debris_3.html）
▲実規模試験エリア内の原子炉格納容器のモックアップ（実物大模型）

高さ40m高さ40m 奥行80m奥行80m

幅60m幅60m
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概要と取り組み



2.25m

3.6m

3.6m

試験棟
　ロボットが活動する環境を模擬するための試験装置を中心
とした実証試験フィールドを、要素試験エリアに整備しています。
　共通エリアも必
要に応じ、分割し
て利用することが
できます。

（幅60m×奥行80m×高さ40m）

　ロボット試験用水槽
　水中ロボットの実証試験用の円筒型
水槽。必要な水質を模擬し、水深5mまで
の試験が可能。

1

123

▲試験棟の要素試験エリアに整備されている試験装置

▲内部の様子を観察するための窓が、上・中・下段で計12箇所設置してあり、
試験中にロボットの動作を確認できる ▲幅15m、奥行15m、高さ7mのトラスに、16台のカメラが設置されていて、計測範囲が

広い大型のモーションキャプチャ

※この他10台のカメラからなる可搬型タイプの機材も整備していますので、ご利用を希望
される方は、お気軽にご相談ください。

▲１Fに投入するロボットの試験ができるように原子炉建屋内の階段の仕様
を網羅できるモックアップ階段 ▲利用者室▲工具等は無償で利用可能 ▲講義室

▲正面、右、左、床面の４面スクリーンに各種3Dデータが投影可能なVRシステム

▲多目的室

［仕様］
直径：4.5m
水深：5.0m（高さ5.5 m）
観察窓：12箇所
水温：常温～60℃
水質：上水、工水、濁水、塩水
付帯設備：水中カメラ／照明／ジブクレーン

　VRシステム
　1F建屋のデータを整備し、CAD及びCGデータの他、レーザースキャナ
で計測した点群データが投影可能です。
　このデータを活用し、本システムで廃炉作業の計画検討や訓練等を実
施することができます。また、これらのデータは皆様の研究室等（NARREC
外）での利用も可能です。
　この他、ロボットシミュレータと連携し、シミュレーションの様子をスクリーン
へ投影することができます。これにより、ロボットの動作を立体的かつ多角的
な視点から確認し、作業計画の検討や訓練等を実施することができます。

４

［主な機能］
模擬空間閲覧機能／線量分布表示機能／照明設定機能／物体間の距離計測機能／模擬空間
内への任意物体投入機能

　モックアップ階段
　傾斜角度、手摺幅、階段周り方向、踏板材
質が可変式となっており、多様な試験が可能。

2

［仕様］
傾斜：40, 41, 42, 43, 51, 55度
手摺幅：700, 800, 900, 1000mm
踏板：縞鋼板、グレーチング
蹴上高：180, 190, 200, 210, 220, 230mm
階段は、90度回り（左右）、180度回り（左右）の入れ替え
が可能。

    モーションキャプチャ
　広い空間領域でドローン及びロボット
等の動作を定量的に計測。カメラの移
動により、計測範囲の変更も可能。

3

［仕様］
計測範囲：
①幅10ｍ×奥行10ｍ×高さ2ｍ
②幅6ｍ×奥行6ｍ×高さ5ｍ
計測精度：±1.5㎜（上記計測範囲の場合）
カメラ：16台（Vicon社製T20S）
ソフトウエア：Vicon社製Nexus2.0Network

様々な遠隔操作機器の実証試験に利用が可能

研究管理棟（幅35m×奥行25m×高さ20m）

VRシステムの他、居室や会議室なども利用が可能

ロボットの実証試験の他、展示会や会議、講演会などにもご利用いただける設備が充実しています。

　バーチャルリアリティ（VR）システムが整備され、ロボットシミュレータと連
携し、ロボット設計等の検証や開発を効率的かつ有効に進めることができ
ます。また、長期の施設利用者のための居室や研究室を設けている他、
講義室、会議室等も充実しています。

試験棟の大空間と最先端の設備
遠隔操作技術の実証試験や研究開発等に利用

高さ7m

幅15m

奥行き15m

▲高速度カメラが全方向から動作を捉える

実規模試験
エリア

付属建屋

3

2

1

要素試験エリア（広さ1,216㎡）

共通エリア（広さ1,368㎡）
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設備紹介



原子力災害対応や廃炉作業のために必要な、ロボットの
基盤的な性能を定量的に評価するための試験法の開発

原子力災害対応ロボットのための
標準試験法開発実証試験

施設利用のお手続き ご利用内容を事前にご相談の上、お申し込みください。

利用料金 ご利用になる際の料金は、下表のとおりです。

作業現場の環境データを用いて、ロボット開発の効率化と
ロボット操縦の訓練を支援することを目指したシミュレータを開発

▲走行型ロボットのシミュレーション例

▲狭隘通路走破性能試験

▲ケーブル牽引走破試験

▲貫通孔からの格納容器
内アクセスのための試験

▲水中遊泳型ロボットのシミュレーション例

※産業技術総合研究所において開発されたChoreonoidをベースに開発

ロボットシミュレータの開発

階段走破性能試験 コンピュータ内に構築した仮想的な作業環境内での
　　ロボットモデルによる遠隔操作訓練

利用前

利用時

利用相談

利用希望内容（期間、エリア、実施内容等）をメール・電話にてご相談ください。

利用申請 相談結果を基に、利用申請システムにて詳細をご入力ください。
安全性等の確認を行い、結果をご連絡いたします。

施設利用 来所時に安全教育、設備の取扱説明等を行います。
物品の利用希望等は、随時ご相談ください。

利用後

施設利用料

エ リ ア 区 分
利 用 料 金

通常料金 特別措置適用料金
備 考

ロボット試験用水槽（48㎡）

モックアップ階段（43㎡）

モーションキャプチャ（225㎡）

バーチャルリアリティシステム

多目的室

0m～40mまで高さ
67円

0m～10mまで高さ
41円

33円

1,968円

1,763円

9,225円

1,960円

2,714円

0m～40mまで高さ
133円

0m～10mまで高さ
82円

65円

3,936円

3,526円

18,450円

3,890円

5,387円

1㎡・１日あたり

1㎡・１日あたり

1㎡・１日あたり

１日あたり

１日あたり

１日あたり

１時間あたり

１時間あたり

利用料金

利用料金
支 払 い

利用実績に基づき、請求書を送付いたします。
30日以内の振り込みをお願いいたします。

※１  上記以外にも研究室や会議室がご利用いただけますので、詳しくはホームページをご参照ください。
※２  高等教育機関又は中小企業、１Fの廃止措置及び福島イノベーション・コースト構想に係る利用を行う方を対象とした
　　 特別措置適用料金です。

※「施設利用約款」に基づく申し込みになりますので、必ず約款をご確認ください。
　（約款は、ホームページよりご覧いただけます。https://naraha.jaea.go.jp/use/flow.html）

担当：利用促進課
naraha_mockup@jaea.go.jp 0240-26-1040（代表）

・取扱手数料（900円／件）
・利用実費（試験で使用した電気、水道代等の実費分）

要素試験エリア（1,216㎡）

共通エリア（1,368㎡）

多目的試験エリア（屋外）

※2

※１

●NARRECをご利用する際のお手続きについては、以下のとおりです。

●施設を利用する際の操作等の支援作業も施設利用料には含まれています。また、付帯設備としてロボット
シミュレータ、及びクレーンやフォークリフト、計測機器、工作機械等の各種備品もご利用可能です。

実証試験とロボットシミュレータによる、効率的な技術開発
１F廃止措置での高線量の放射線環境下での作業には、ロボット等を遠隔操作する技術が必要不可欠です。

NARRECは、そのためのシステムの構築、ロボット・通信障害シミュレーション機能の
技術開発や環境モデルデータの整備を行っています。

また、その技術開発力を活かし、設備を提供するだけでなく遠隔技術等の専門家として、
施設利用者の技術開発も支援しています。

相互作用による効率的なロボット開発が可能

施設利用のお手続きと料金

※価格はすべて税込みです。

シ

ミュ
レーション

実　証　試　験

� �

技術開発・施設利用
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楢葉遠隔技術開発センター
福島研究開発部門　福島研究開発拠点

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

楢葉遠隔技術開発センター

一般の方の施設見学についても随時受け付けております。

見学内容 ●楢葉遠隔技術開発センターの概要説明
●バーチャルリアリティ（VR）システムの見学
●試験棟（試験用水槽、モックアップ階段、モーションキャプチャ）の見学

申込方法 ●事前に電話連絡の上、見学申込書の注意事項を確認し、必要事項を
　記入して、お申し込みください。申込書は、以下よりダウンロードできます。
　（https://fukushima.jaea.go.jp/visit/decommissioning.html）

所要時間 45分～60分（見学の内容により異なります）

施設の見学・お問合せ

楢葉遠隔技術開発センター
福島研究開発部門　福島研究開発拠点

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構

お問い合わせ・お申し込み

NARRECでは新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策を行い、利用者・見学者の皆様を受け入れております。

楢葉遠隔技術開発センター

遠隔技術が  ひらく未来

施設の見学・交通のご案内




